
Linux のインストール



インストールメディア

• https://www.debian.org/download で提供されている公
式インストーラを使用します.

• 実習では, 既にインストーラをダウンロードして USB メモリ
に格納したものを用意してあります.

https://www.debian.org/download


BIOS / UEFI 設定

• インストーラの保存された 

USB メモリを情報実験機に接
続して, 情報実験機を起動し, 

すかさず [DEL] を押します.

– 左のような画面が表示されてい
る間に押します.

– [DEL] を押すことで, BIOS/UEFI 

の設定画面を呼び出します.

すべての情報実験機の起動画面
が同じではありません.



BIOS / UEFI 設定

• 起動優先順位（左の画面では画面
内の右）を確認/変更し, USB メモリ
を一番上（最初）に設定します.
– USB メモリは 

UEFI: BUFFALO USB Flash Disk

などとなっています.

• すべての実験機で同じ型番ではありませ
ん.

– 下の両方がある場合には, 上（UEFI 
の文字が付いた方）を選択してください.

• UEFI: BUFFALO USB Flash Disk

• BUFFALO USB Flash Disk

– UEFI が付いた選択肢がない場合は, 
BUFFALO USB Flash Disk を選択し
ます.

すべての情報実験機の BIOS/UEFI の設定画面
が同じではありません.



BIOS / UEFI 設定

• 設定したら「保存＆終了」しま
す.

• 情報実験機が再起動します.



インストール方法の選択

• インストール用 USB メモリが

読まれてインストーラが起動す
ると左の画面となります.

• 選択肢の中から「Graphical 

install」を選択します.



言語の選択

• 「Japanese -日本語」を選択
して「Continue」（右下）.

•



場所の選択

• • 「日本」を選択して「続ける」.



キーボードの選択

• • 「日本語」を選択して「続ける」.



不足しているファームウェア

• • もし左のような画面が表示さ
れたら, 「いいえ」を選択して
「続ける」.

– メモ
• debian v12 のインストールテストで
は表示されなかったので, 左画面
は古いバージョンの画面.



ネットワークの設定

• • ネットワークインターフェイスが二
つ表示されます.

– マザーボードのネットワークイン
ターフェイス

– ネットワークカードのネットワークイ
ンターフェイス

• LAN ケーブルを接続している
ネットワークインターフェイス
（ネットワークカード）を選択しま
す.
– たいてい, “Gigabit Network” と書
いてある方を選択すればよい.

– 二つともに書いてある場合はどちら
かから試してください.



ネットワークの設定

• • もし左の画面が表示され, ネッ

トワークの自動設定に失敗し
たらネットワークインターフェイ
スの選択を間違っています（ま
たは何か不具合があります）.

• 「続ける」を選択し, 次の画面
で「戻る」を選択します.

• メモ

– 左画面は前のバージョンの画面.



ネットワークの設定

• • 左の画面（ホスト名入力画面）
が表示されたら正しいネット
ワークインターフェイスを選択
しています.

• ただし, ネットワーク情報を手
動で入力し直すために「戻る」.

– 自動で設定されたネットワーク情
報では後で困ります.



ネットワークの設定

• • 「ネットワークを手動で設定」を
選択して「続ける」.



ネットワークの設定

• • IP アドレスを入力します.

– 10.35.19.2XX

– XX は情報実験機の番号です.

– 例: joho03 の場合
• 10.35.19.203



ネットワークの設定

• • ネットマスクを入力します.

– 255.255.255.0



ネットワークの設定

• • ゲートウェイアドレスを入力し
ます.

– 10.35.19.254



ネットワークの設定

• • ネームサーバアドレスを入力
します.

– 133.30.14.2



ネットワークの設定

• • ホスト名を入力します.

– johoXX-itpass

– XX は情報実験機の番号です.

– 例 : joho03 の場合
• joho03-itpass



ネットワークの設定

• • ドメイン名を入力します.

– scitec.kobe-u.ac.jp



ユーザとパスワードの設定

• • root （管理者）のパスワードを
二回入力します.



ユーザとパスワードの設定

• • 新しいユーザ（自分のアカウン
ト）の本名を入力します.

– 自分の名前を入力する



ユーザとパスワードの設定

• • 新しいユーザ（自分のアカウン
ト）のユーザ名を入力します.
– ユーザ名は, 英字小文字 + 数字で 

8 文字以内にして下さい. 

– 先頭は英字のみです. ハイフンやア
ンダースコアやドットなどは使用し
ないで下さい.

– 学籍番号や無意味な文字列は避け
てください.

• パスワードとは異なり, 本人であるこ
とが分かりやすいアカウント名が望ま
しいです.

• あまり一般的な名前 (yamada とか 
tanaka とか) は他人のアカウン ト名
と重なりやすいので, 工夫して下さい. 

• 例: 名前と組み合わせる (yamadayu, 
stanaka) 



ユーザとパスワードの設定

• • 新しいユーザ（自分のアカウン
ト）のパスワードを二回入力し
ます.



ディスクのパーティショニング

• • ここでは「ガイド － ディスク全
体を使う」を選択します.



ディスクのパーティショニング

• • パーティションを切るディスクを
選択します.

– 情報実験機によって表示される
ディスクの数が異なるかもしれま
せん.

– 最初のディスク (かつ, インス
トール用の USB メモリ以外) を
選択すればよいでしょう.



ディスクのパーティショニング

• • 「すべてのファイルを 1 つの

パーティションに」を選択しま
す.

– 本実習ではパーティション分割し
ないことにします. しかし, 一般的
には適切に分割する方が安全で
あることは認識しておいてくださ
い.



ディスクのパーティショニング

• • 「パーティショニングの終了とディ
スクへの変更の書き込み」を選
択して「続ける」.

• ただし, ディスクに作られたパー
ティションの構造を確認しておい
てください.
– 左の例では, 先に「すべてのファイ
ルを 1 つのパーティションに」を選
択したにもかかわらず, / （ルート
パーティション）に加えて, システム
に必要な下のパーティションが作成
されています.

• ESP （EFI System Partition）

• スワップ



ディスクのパーティショニング

• • パーティショニングの最終確認
をしてください.

– この段階ではまだディスクは変
更されていません. この確認を
持ってディスクの中身は消去さ
れます.

• 「はい」を選択して「続ける」.



ディスクのパーティショニング

• • ここで, 左の図のように, パーティ
ショニング継続の確認を求めら
れるかもしれません（求められな
いかもしれません）.

• UEFI は BIOS よりも新しいソフ
トウェアであり, UEFI を用いて 
OS をインストールすることに問
題はありませんので, 「はい」を
選択して「続ける」.

• メモ
– debian v12 のインストールテストで
はこの画面は表示されなかったた
め, 左の画像は古いバージョンの画
面.



パッケージマネージャの設定

• • 「日本」を選択して「続ける」.



パッケージマネージャの設定

• • 「deb.debian.org」を選択して
「続ける」.



パッケージマネージャの設定

• • 空欄のまま「続ける」.



パッケージマネージャの設定

• ここでインストールに必要なファイルをサーバからダウン
ロードしますが, 失敗することがあります.

• ほとんどの場合は, ネットワークインターフェイスの選択を
間違っていることが原因です. したがって, ネットワークイン
ターフェイスの選択画面に戻って設定し直しましょう.



popularity-contest への参加/不参加の選択

• • 「いいえ」/「はい」どちらでも好
きな方を選択して「続ける」.



ソフトウェアの選択

• • 次の項目にチェックして「続ける」.
– Debianデスクトップ環境

– SSH サーバ

– 標準システムユーティリティ

• その他の項目のチェックは外して
構いません.

– チェックしても問題はありません. そ
の分の時間がかかると思いますが.

• ソフトウェアのインストールにしば
らく時間がかかるでしょう.



ハードディスクへの GRUB ブートローダのインストール

• • ここで左のようにブートローダ
のインストールの確認を求め
られるかもしれません（求めら
れないかもしれません）.

• 求められたら「はい」を選択し
て「続ける」.



ハードディスクへの GRUB ブートローダのインストール

• • 先のページに続いてブート
ローダのインストール場所の
選択を求められるかもしれま
せん（求められないかもしれま
せん）.

• 求められたら「デバイスを手動
で入力」の次の項目 (かつ, イ
ンストール用 USB メモリ以外) 

を選択して「続ける」.



インストールの完了

• • インストール用 USB メモリを
取り出します.

• 「続ける」で再起動します.



再起動

• 無事に起動すると左のログイン画面が表示されます.

• もし OS をインストールした HDD とは別のデバイスから
起動するならば, BIOS でデバイスの優先順位を変更して
ください. 

• また, 情報実験機によっては起動途中で停止するかもしれ
ません. その場合には別紙に説明されている方法で対処
してください.
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